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本日の例会 （３月３１日 第４０回） 移動例会                担当：職業奉仕委員会 

～ヤング・ライン～        

千歳ロータリークラブ会報 
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会 長 佐々木 金治郎   副会長 大西 信也   幹 事 佐藤 晴一 

会長エレクト 今村 靜男   会 計 酒井 宏  

第2510地区ガバナー 佐々木 正丞 第７グループ・ガバナー補佐 古川 大之  

～ ３月は識字率月間 ～ 

２０１０年～２０１１年度 

第３８回（通算２１５７回）例会報告 
 

日時：２０１０年３月１７日１８：３０～２０：００ 

場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳 

プログラム：会員卓話 

担当：親睦活動委員会 

司会 ：ＳＡＡ・プログラム委員長 村田 研一 

四つのテスト 

会長 佐々木 金治郎 
 

 今日は、今月３回目の例会となりま

す。３月６日には長沼でＩＭが開催さ

れました。古川ガバナー補佐様には大

変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。今日は、古川ガバナー補

佐そして、長沼ロータリークラブ直前

会長の望月様がお見えになっておりま

す。お忙しいところ、ありがとうございます。本日の

例会は、千歳プロバスクラブとの合同の例会となって

おります。寺本会長様はじめ、皆様よろしくお願いい

たします。 

 さて、先週、未曽有の大震災がありました。本来

は、今日の昼間はパークゴルフで汗を流して、夜はプ

ロバスの皆さんと楽しい例会にしようという計画でし

た。しかし、あのような大震災がありまして、私たち

もそのような雰囲気に浸ることができないということ

で、今日は中止にさせていただき、夜の夜間例会だけ

ということになってしまいました。 

 ３月１１日の震災は、支笏湖の自分の旅館にいまし

たが、「揺れているな」という感じがしたのですが、

天井の電気は揺れているが大したことはないなと思っ

ておりました。そして、事務所のテレビをつけてみま

すと、目に飛び込んできたのが凄まじい津波の様子で

した。そして、自分のふるさとも津波にのまれた所が

何カ所かありました。その時は、驚きで一杯で何も考

えることができなかったのですが、何時間か経って、

ふるさとそして東北地方の皆さんがあのような事態に

なり、涙が一杯になりました。私のふるさと、私の高

校も津波に洗われたということでした。また、同級生

の実家も何も無いとのことでした。自然の猛威という

のは、凄いものだと思いました。また、次の日は私の

ふるさと福島県の双葉郡双葉町そして大熊町にまた

がっている東京電力福島第一発電所があのような事態

となりました。実は、私のふるさとの富岡町、そして
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双葉町、大熊町、そして单相馬の半分、单は広野ま

で、そして川内村まで、だいたい双葉郡全体にはもう

誰もいないそうです。いまだに浪江町では９００人の

行方不明者が出ているそうですが、放射能汚染がある

ということで、その捜索さえできていないそうです。

非常に悲しい出来ことです。 

 １２日は、小樽で次年度のＰＥＴＳの会合がありま

した。私たち今年度役員も、ＣＬＰなどについての会

議などもありましたので、出席してきました。今日こ

こにお越しいただいている古川ガバナー補佐も出席さ

れていました。 

 今日は、本当はアルコールも入って尐し楽しくとい

うことだったのですが、このような事態ですので、会

員からの卓話をいただいて食事をとろうと思います。

この震災について、私たちがクラブとしてどのような

タイお言うをしたらよいかということをディスカッ

ションしてもらえたら思います。 

 また、お別れの話なのですが、尾崎会員が人事異動

があって、本店にご栄転ということでお別れしなくて

はいけません。尾崎会員には３年間お世話になりまし

て、私たち今年度の役員は、尾崎会員におんぶにだっ

こで、特に会報について経費節減ということでご苦労

をかけました。本当にありがとうございました。どう

か、新任地におかれましても健康に留意されて、頑

張っていただきたいと思います。 

千歳プロバスクラブ会長 寺本 利明 様 
 

 この度の災害にあわれた方にお見舞

いを申し上げるとともに、被災された

方には何としても耐えて、そして鎮静

化することを祈っています。 

 プロバスクラブは、この６月で誕生

から３年となります。会員は総勢３２

名おり、それぞれの年度の目標を着々

とこなしています。外部での例会を含

めた例会の開催、また千歳市奨学基金制度への協力と

いうことで、組織としてまた個人として協力をしてお

ります。プロバスクラブでは、多種多様の職業上の経

験をされた方、また在職の方を含めていろいろな知

識、経験などを聞かせていただきながら、会員の交流

を深めています。今後もそのような形で、会の発展に

努めていきたいと思っております。 

 昨年の９月に全国のプロバスクラブ協議会の総会が

ありました。千歳からは私と幹事の小宮山さんが出席

しました。今、北海道のプロバスクラブは、札幌、旭

川、千歳の３クラブだけです。旭川は今年５周年とい

うことと、北海道ブロックの代表幹事でもありますの

で、旭川の地で開催されました。全国では１０４つほ

どのプロバスクラブがありますが、古いところでは２

３年の歴史を持つクラブもあるそうです。会の構成と

しては、旭川のように１００名を超すクラブもあれ

ば、広島のように５名ほどのクラブもあります。平均

すると２５名前後というのが、実態のようです。その

中で、私どもは３０数名の勢力ではありますが、それ

なりの規模の組織と認識しております。先ほど申しま

したように、事業の内容は小さいかもしれませんが、

会員相互が交流を深めて、地域に何かを残していきた

いと思っております。 

幹事 佐藤 晴一 
 

 先日の例会において、ニュージーラ

ンドでの震災の義捐金を頂きました

が、１週間も経たないうちに、今度は

我が国での震災の義捐金ということ

で、地区から案内が来ております。後

ほど回りますので、是非義捐金のご協

力をお願いします。 

 次回の例会は、３１日にヤングでの移動例会となり

ます。また、４月に入りまして第一例会は早朝例会で

清掃となっております。 

クラブ会報・広報・雑誌・ＩＣ委員長 

尾崎 伊智朗 

 

 先ほど、佐々木会長や、佐藤幹事か

らもお話がありましたように、４月１

日付の人事異動により本店企画部へ異

動することになりました。千歳に勤務

していたこの３年間、千歳ロータリー

クラブの皆さま、そして千歳プロバス

クラブの皆さまには、公私共に大変お

世話になりました。 

 ここ千歳という、北海道の中でも活気のある町で３

年間仕事をいたしまして、非常に充実した３年間を過

ごすことが出来ました。また、ここにおいでの皆様方

をはじめ、いろいろな方と出会うことが出来て、いろ

いろご指導を受けて勉強になったとともに、楽しい時

間を過ごすことができました。 

 また、千歳には家族を連れて住んでいたのですが、

妻も多くの新しい友人がこの千歳で出来ました。子ど

もたちも、こちらに来る前は、始めての転校、転園と

いうこともあり、多尐不安だったのですが、こちらへ

来てみると、これも千歳の土地柄なのでしょうか、外

から来た転校生でも非常に溶け込みやすい雰囲気の中

で、友達もたくさんできて、活き活きと生活していま

した。また、ロータリーのクリスマスパーティーは、

子どもたちにとって大変楽しい思い出となりました。

このように、千歳は私にとってもまた家族にとって

も、第２の故郷になったように感じております。 

 今回千歳を離れるにあたり、皆さまからお別れの機

会をということで、いろいろなお話をいただきまし

た。しかしながら、後ほど詳しくお話させていただき

ますが、１１日に発生した東北地方での地震により現

地では大変な被害が発生しており、当社も全力を挙げ

て、被災地の支援に努力しています。ここ千歳支社か

らも地震の発生した翌日未明に２名の社員が現地に向

けて出発し、現地での復旧活動に当たっています。そ

のような中で、残っている我々といたしましても、復

幹事報告 

千歳プロバスクラブ会長挨拶 

会員卓話－東日本大震災への対応について 
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旧活動に当たっている社員の後方支援活動を行うとと

もに、今後の支援活動に向けての準備を行っていると

ころです。従いまして、異動までの残りの日々は、最

後まで職務を全うすることを最優先にして、全ての懇

親行事をお断りしている状況です。千歳ロータリーク

ラブの皆様をはじめ、３年間お世話になりました千歳

の皆さまに、最後に十分なご挨拶をできないのこと

を、非常に残念に思っています。中でも、大澤会員、

五十嵐会員、宮本会員、浅利会員には、バンドの練習

にも付き合っていただき、お別れ会の場所まで用意し

て下さっていたにも関わらず、結果的にお断りしまし

たことは、非常に申し訳ありませんでした。何卒、事

情をご理解の上、ご容赦願いたいと思います。 

 さて、お話しました、震災の被災地への支援につい

てですが、昨日１６日の時点で、東北地方へは千歳か

らの２名を含めた４９名の社員、および６９名の工事

会社社員が応援で入っており、現地での配電線路の巡

視および改修作業を実施しております。千歳からの２

名は１２日の未明に千歳を出発し、途中高速道路など

を使って函館まで到着しました。まだその頃は、北海

道单部にも大津波警報が発令している最中であり、海

岸部を避けながら何とか函館までたどり着いたそうで

す。そして、フェリーの再開を待って、１３日の未明

に函館を出発し青森入り、その後は緊急車両のみ通行

を許されていた高速道路を使って宮城県に入りまし

た。我々の応援部隊が、工事を行っていたのは、海岸

から離れた山間地であり、津波の被害は無かった所

だったのですが、それでも地震による設備の被害が多

数あったようです。そこで、当社の応援部隊が一帯の

作業を任され、配電線路の点検を行い、補修が必要な

箇所はその場で仮補修などを行ってきたそうです。こ

のような作業を続けた結果、東北電力管内では明日１

８日にはほぼ停電が解消される見通しとの報道があり

ました。しかしながら、皆さんも報道でご覧になった

ように、津波により壊滅的な被害を受けたところがま

だたくさんあり、そのような場所ではまだ工事の目途

が全く立たない状態だそうです。また、こちらから千

歳支社の発電機車を含めて、東北地方には１４台の移

動発電機車を持っていったのですが、現地で発電機を

運転するための燃料調達に苦労していると聞いていま

す。 

 また、東京電力管内にも、２５名の社員、および５

６名の工事会社社員が応援にいっています。そのう

ち、原子力技術者は福島県での避難住民への放射線計

測業務に協力しています。また、その他の社員は、東

京電力から要請のあった移動発電機車を現地へ移送中

です。 

 そして、本州方面での電力不足を支援するために、

１３日から北海道と本州を結ぶ海底ケーブルを通し

て、ケーブルの最大容量である６０万ｋＷの電力を本

州へ送り続けています。６０万ｋＷというと大きな発

電所１基分くらいの容量にあたります。この電力融通

に関しまして、ここ数日、お客さまから、本州へ電力

を送るために北海道でも節電をする必要があるのかと

いうお問い合わせが増えています。現在でも、北海道

からは本州とを結ぶケーブルの容量の上限である６０

万ｋＷを送っていますので、皆様に節電していただい

ても、残念ながら本州へ送る電気の量が増えるという

ことにはなりません。ですから、今後も当社から皆さ

まに強制的な停電をお願いするようなことはありませ

ん。しかしながら、被災地では、暖房のための灯油

や、輸送のためのガソリン、軽油などが極端に不足し

ています。従いまして、この北海道にいる私たちも省

エネを行い、燃料や物資が届くのを待ちわびている被

災地へ回る分を尐しでも増やすために、当社としても

お客さまに節電をはじめとした省エネをお願いしてお

ります。 

 それでは、最後になりますが、千歳ロータリークラ

ブそして千歳プロバスクラブの益々のご発展をお祈り

いたしまして、私からの最後のご挨拶とさせていただ

きます。３年間、どうもありがとうございました。 

 

SAA・プログラム副委員長 

宮本 伸司 

 

 今回の震災で、幸い北海道では大き

な被害はありませんでしたが、東北は

大変な状況となっております。都市ガ

スの状況ですとか、復興の状況につい

てお話しさせていただきたいと思いま

す。 

 今回、千歳では震度４と北海道の中

では一番震度が大きかったのですが、

地震の直後に主要な設備を点検したのですが、異常は

ありませんでした。道内のガス事業者では、釧路です

とか、私どもの支店である函館では津波が来ました。

函館では、駅の近くにある摩周丸の観光施設が水につ

かったものですから、ガスの供給を止めたのですが、

これ以外には被害はありませんでした。 

 今回の震源となった東北、関東地区では、１６のガ

ス事業者で４６万件のガスの供給がストップしまし

た。昨日の時点でも、４４万件が止まっている状況で

す。中でも、一番被害を受けましたのが、件数でいう

と仙台市の市営都市ガスなのですが、お客様３６万件

弱全てが停止している状況です。 

 ガスの導管は、阪神淡路大震災以降、ガス事業者が

ポリエチレン管などに取り換えておりますので、ガス

の導管の被害は過去に比べて尐なくなっているのです

が、今回仙台では液化天然ガスを受け入れている工場

が津波で被害を受けたそうです。管自体は丈夫に作っ

ているのですが、それ以外の計装の機会ですとか、Ｌ

ＮＧの受け入れ・出荷設備が津波で被害を受けたと聞

いています。 

 地震の時のガスの対応ですが、ガス漏れなどが起き

た時はガスを大元で止めるのですが、その後に一軒、

一軒お客様を回ってガスの元栓を閉めさせていただき

ます。そして、ガス管や施設を直してから改めて伺っ

て、ガス一軒、一軒開けていくという、人海戦術で

行っています。今回は、大元の製造設備が被害を受け

たことから、業界としての応援は日本ガス協会という

業界団体を中心とした先遣隊が調査を行って復旧計画

を立てていますが、人を受け入れるのもままならない

ような状況だと聞いています。従って、もう尐し時間

をおいてからだと思いますが、ガス協会からの要請に

応じて各ガス事業者から派遣を出すということになる

と思います。しかしながら、それがいつごろになるか
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本日のニコニコ集計 ６名 ２６，０００円 

ニコニコＢＯＸ 

出席率 

今 回：７３．２％（ ３月１７日＝４１／５６、実数） 

確 定：１００％ （ ３月 ６日＝５６／５６、 

               うちメーキャップ ０名） 

国際ロータリー第２５１０地区 

ガバナー補佐 古川 大之 様 

 

佐藤 秀雄 会員 

 古川ガバナー補佐をお迎えして。 

 

高橋 都 会員 

 お久しぶりです。 

 

福田 武男 会員 

 北洋はまなす会で沖縄に行ってまいりました。 

 

滝沢 順久 会員 

 久しぶりの出席です。 

 

尾崎 伊智朗 会員 

 ４月１日付で本店に異動することになりました。３

年間大変お世話になりました。 

 

はまだ分からないという状況です。 

 

出席・資料管理委員長 

沼田 常好 

 

 ＬＰガスは災害に強いと言われて

います。ラインではなく戸別に付い

ていますから、阪神・淡路大震災の

時もすぐに復旧することができまし

た。ただ、今回の東日本の災害にお

いては、津波の被害が大きく、津波

の中でＬＰガスのボンベがプカプカ

浮いている光景を皆さんも見たかと

思います。ああいう状況ではいくら災害に強いと言っ

ても、なかなかあのような津波には勝てないのかなと

思います。私たちの業界でも、あちらに営業所や支店

を持っている問屋さんがいますので、いち早く応援を

行っているようですが、営業所なども流されていると

いう状況もあるそうです。 

 また、灯油やガソリンについては、メーカーによっ

て対応が違っているようです。あるメーカーは全く機

能していない状況です。北海道で機能しているのは今

１社で、そこがフル生産している状況です。普通であ

れば、前の日に言えば次の日には各スタンドに入るの

ですが、今は２、３日待っていただきたいと言われる

のが現実です。昨日、やっと船が入ったということも

聞いていますので、状況は良くなっていくと思いま

す。ただ、日本の経済状況などにより、これまでずっ

と精製能力を絞ってきたものですから、その状況から

フル生産に入るのも簡卖ではないということも聞いて

います。灯油に関しても非常に厳しい状況に入りそう

です。ただ、各販売店も在庫を持っていて、それなり

の対応をしていくことになりますので、焦る必要はあ

りませんし、買いだめなどをする必要もないと思いま

すで、安心していただきたいと思います。 

 

ロータリー財団・米山記念奨学副委員長 

藤本 敏廣 

 

 阪神・淡路大震災に対しては、我々

の業界は全国的な組織である全国管工

事組合、そして北海道管工事組合、千

歳管工事組合という組織の要請に基づ

いて、我々が現地に入って復旧工事を

行ってきました。ただ、今回の様子を

見てみますと、避難している人が灯油

が無い、食べ物が無いという状況で

す。阪神・淡路の時もそうだったので

すが、いろいろな規制が出来て道路がふさがっている

ので、食べ物やプロパンなどは今は人が運んで行くし

かないでしょう。阪神・淡路の時は、我々は大阪に

泊って阪神地区に通っていたのですが、交通の便が非

常に悪かったでした。また、今回は原発の関係もあり

ますので、規制で行けないところもあります。いろい

ろ法律はあるのでしょうが、実際に災害を受けて人の

ためには、現地に入っている人が柔軟に指示をしてい

かなくてはいけないと思います。避難所に入っても、

亡くなる人が何人も出ていて、非常に残念に思いま

す。 

 これから、要請が来ると思いますが、今までとは全

然違う状況になると思います。あそこに水道を通すと

いっても、今は浄水場そのものが無くなっているよう

な状況です。奥尻にも行きましたが、今回の被害は桁

違いだと思います。ただ、要請が来れば我々も出来る

だけ協力したいと思っています。 

 

クラブ会報・広報・雑誌・ＩＣ副委員長 

五十嵐 桂一 

 

 千歳市としての対応をお話ししたい

と思います。市営住宅については、１

６戸を開放することにしています。ま

た、雇用促進住宅を開放できるかどう

か現在調整中です。そして、まだ被災

者の受け入れに関して、児童・生徒の

学校での受け入れが可能かを調べてい

ます。今後、早い時期に千歳市でも何

名かを受け入れることになると御思いますので、その

時には皆さまのご協力をお願いしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 


